






























































）J. Biancalana, ʻMedievalUsesʼ, in R.Helmholz and R. Zimmermann, Itinera Fiduciae: Trust and

































































）Sir John Baker, Baker and Milsom, Sources of English Legal History: private law to 1750, 2nd
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二つのもの 占有（seisin あるいは possession）とユース を持つと考えら



























































































































































期の例は，イングランド指定市場団体対フェアファックス事件 Society of the












)）これらの点については，N.G. Jones, ʻThe Use upon a Use in Equity Revisitedʼ, 33 Cambrian
Law Review (2002), p. 67 を参照。
渡にせいぜい 3語を加えた以上の効果を持たなかった」というホプキンス対ホ
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初期に起源をもっているようだが，この売買による抵当権実行権は，譲渡抵当
権者が有する最も重要な権利となった。これに伴い，譲渡担保実行手続の重要
性は低下し，そのため 20 世紀後半までに譲渡担保抵当手続はほとんど聞かれ
なくなったのである。
〔高 友希子・訳〕
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